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＊訊うちの方と

いっしさに誇み蓼しよう

夏休みは健康に過ごすことができましたか？今年は雨の日ばかりで、家で過ごすことも

多く、運動不足の人もいるかもしれません。それでもゆったり過ごしてリフレッシュでき

たことと思います。

いよいよ2学期が始まりました。夏の疲れが残っていたり、生活習慣が乱れていたり

しませんか？まずは、堅洛」ズムを整えることを心かけましょう。　．
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★身体計測について

《旨謹》4胃眉ト1賢、
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《窪勤●量産は、ポニーテールやおだんこ聾の蔓塾はしないようにしてください。箋鴛

が正確に測れません。

●許義損茎は轟音、プリントで猷持します。呂等がどのくらい嵩慧したか、おう

らの箕と諒話しましょう。

●プリントは竃笥しないで、おうちで昌指してください。ただし、「献呈遠護憲
ぶくろ　　　　たんにん　　へん空やく

袋」は担任に返却してください。

き●うし■くご　　鯵

★給食線の歯桝が己について

端近の撃霞岳最遠の貰茎芳が落智彦の島みがさをおすすめしていますが、橋戸小でも昨年度から

給食後に歯みがさをしたいという希望がある人は、歯みかきをしてもよいことになりました。

撃霞で島みわきをし這い族生は、おうらの笑に箱証し、竿のルールを写って習いましょう。

1　連絡帳に「給食後の歯みがさを希望します。」とおうちの人に書いてもらう。

2畢なも禦セラシ・＿転竺＿い．．．卑＿．▲．．＿＿．＿．」．▲‥鼠」＿L一．－
※歯プラシだけを持ってきて、ランドセルに入れておき、晶みかきをするときだけ、歯ブラシを出

します。

※晶みかき森、盲遠篤嘗熟議ってきません。

3尊みかきは・醤深みに炭瀧で習います0儲轡は習いません。）
4　歯みがさの静ま、談道議を芸れてはいけません。（歯ブラシをくわえだまま誠すると貰わぬケガ

5品プラシは敏繁轟かず、雛鳥って蒔。・きちんと臥しましょう。是崩に管しい島ブラシ
に交換するのも忘れないようにしましょう。

、守

一　保議書の方へ　～

★零急連絡先等の変更鯵あlはきせんか？
久しぶりの学校生活が始まると、子供たらは生活の変化で急に体調が悪くなることがあ

ります。保護者の方に連結して、お迎えを依頼することも多くなりますので、恩急達庭
先や保険証内容等の変更かあり暴したら、連結帳等でお知らせください。

偲（担重罰占予と塾『青票◎坑〕』

毎年、夏の研修で得た情報をほけんだよりでお伝えしていますが、今年は「ペップトーク」
についてお知らせします。講師である日本ペップトーク普及協会の岩崎由純先生のお話は、聴
いていてポジティブになるほど、引き込まれました。一部ですが、内容を紹介します。

ペップトークとは
選手、児童生徒、部下などを励ますのに、監督やコーチなどの指導者が試合前（本番前）に

使う「激励のショートスピーチ」のこと。ペップ（Pep）は英語で、元気、活気、活力という
意味。

ペップトー

短い、わかりやすい、肯定的な言葉を使う、魂を揺さぶる、人をその気にさせる。

（イメージ）

ポジティフな言葉で「してほしいこと」を伝え、成功をイメージさせる。　　◆

；★言葉の変換例★　　　×　　　　　　　　　　　　○

ウソをつくな　　　　　→　　　正直に話そう　　．　　◆

サボるな　　　　　　　　　　　しっかりやろう　：

廊下を走るな　　　　→　　廊下は歩こう　l

子供が勉強でつまずいていたら、どう声をかけるでしょうか。「どうしてわからないの？」と
言うのではなく、「どこまでわかったの？」など、できたところを認めてあげてから、間違った
ところを改善することが大切なのです。

ピアノやスポーツの試合等の本番を前に、緊張している子供に、「ミスしないように！」とか
「シュートを外すな！」などとネガティブな言葉を使って声をかけると、「失敗」をイメージし

てしまいます。
B本女子サッカー（なでしこJAPAN）が強敵アメリカとの試合で同点の末、PK戦になっ

た際、■監督は笑顔でこう言ったそうです。

「愉しんでこい！」
この言葉の力は大きかったことでしょう。見事、アメリカに勝ったのです。

保健室にいても、言葉の力はすごいと感じています。「痛い」、「つらい」とネガティブな状態
で来室している子供に、少しでもポジティブになって教室に戻すことができるよう努めたいで
す。

こ家庭でも、お子さんへの声かけにぜひ参考にしてみてください。
子供たらの周りがポジティブな言葉であふれますように・

境】　　再

面に、学校保健委員会の報告が載っています。ぜひご覧ください。



巻壌褒態喪具会報巷

7月27日（木）に学校保健委員会を開催しました。学校より、児童の身体面や生活面の実態を報告したり、

学校医さんや学校薬剤師さんより指導助言をいただいたりしましたので、内容をご紹介いたします。

1　定期健康診断結果について（義醸載諭より）

・内科については、「湿疹、ドライスキン」が多かった。姿勢が気になる児童4名は、区の脊柱側壁検査を受

けた。側湾は中学校で多く発見されるが、小学校のうちに異常が発見できることは良いことである。

・眼科については、「アレルギー性結膜炎」は5名であり、昨年と比べて大きな差はなし七

・昨年度より5、6年対象に色覚検査を実施し、2／3程の児童が受けたが、異常が見つかった児童がいた。

・耳鼻科については、「耳垢栓塞」22名で例年並み、「アレルギー性鼻炎」16名と花粉症の時期からずれた

ので少な力＼った。

・視力検査では、1年生は緊張等でB判定も多い。4年生でD判定が多くなる。結果のお知らせを出してから

の眼科受診率は、昨年度比べて6年生は少し使いが、全体では83．3％と高い。

（視力の判定A1．0以上、巳0．9～0．7、CO．6～0．a D：0．3未満）

・歯科については、以下のような結果となった。

《むし繭》むし歯があった児童は全校児童の15．0％であり、昨年度と変わらない。むし歯と言われて受診し

た児童は66，7％と高くなっている。

《篇垢》昨年度と比べて28名減少している。3年生と6年生の歯垢の人数が若干多い。仕上げ磨きをしな

くなる時期は磨き残しが多くなる。

《場内》歯肉の炎症についても、高学年になるほど増加傾向となっている。歯ぐきも磨くことを意識させた

ブラッシング指導が必要である。

《受診事》6年生の受診率が高くなっている。（51．3％）全体的には552％だが、「歯垢」や「歯列校合不

正」の児童の受診率が低いことも関係している。

2　保健重来皇状況について（養護教諭より）

・昨年度4月6日～3月24日の期間において、保健室に来室した児童ののべ人数は、内科818人（31％）、

外科1751人（69％、合計2569人であった。けがが約7割を占めている。

く外科〉臥10月に怪我が多い。「打撲」が最も多く、顔のけがが増えている。4人に1人は首から上のけ

がとなっている。学校で骨折したケース全17件のうら、6年生が11件、バスケでの突き指によるものが

5件あった。外科で多く来室した学年は1、4、6年生である。1年生は擦過傷、4年生は打撲、6年生は

1手指の怪我が多い。

く内科〉頭痛と腹痛で半数を占める。来室者は火曜と水曜が少ない。内科で最も多く来室した学年は3、6

年生である。3年生は同じ児童が何度も来室することが多い。10月の来室者が多かったが、「だるい」、「気

持ちが悪い」といった症状が目立った．2学期半ばで疲れが出ていることが考えられる。

3　生清指導の視点から見る児童の梯子について（生活指導主幹より）

・挨拶や当たり前のマナーなどについては継続的な課題がある。やるべきことに対して好きではないという理

由で逃げようとする児童もいる。

・昨年度から希望者による昼食後の歯磨きを認めだが、現在歯磨きをする児童はほとんど見られなし㌦

・交通事故はないが、道路の歩き万に課題がある。夕焼けチャイム後に子供だけで出歩いていることもある。

4　体力テストについて（体育主任より）

全体的に平均より低い項目が多し㌔特に「立ち幅跳び」、「ソフトボール投げ」が低い傾向にある。休み時間

等での外遊びが、サッカーや鬼ごっこが主流なので、ソフトボール投げの力が弱くなっていると考えられる。

5　持導助音

辺　久之先生（内科校医）

・心電図検査については、問診票をベースに専門病院受診対象を決める。川崎病既往も対象となる。

・光化学スモックや熱中症に関しては、外での運動の制限等の基準がある力＼学校やスポーツクラブ等での対

応は難しい面もある。暑さの慣れはあるが、光化学スモックに対しては体が慣れていない

ので注意は必要である。

《質問》最近、胃腸炎にかかる人が多いようですが、流行しているの力＼？

《国軍》胃腸炎にかかる人は年中いる。様々なウイルスがあるので年間通して注意すべきである。

瀧島　宏美先生（眼科）

・視力検査について、眼科受診率が高いので良いと患う。

・学校での結実がBやCでも、眼科に行くとAと言われるケースが多いようだが、視力はその日の体調や睡

眠不足によって影響があるので、仕方のないことである。むしろ年に1回視力検査をするということに意義

がある。視力が低いのに見逃してしまうより、眼科を受診して異常なしと言われるほうが良し㌦

・色覚検査は、希望制なので受けない人もいるようだが、色覚異常があると就職に影響することもあるため、

就職までには受けておくとよい。中学でも検査を実施している。

飯田　実先生（耳鼻科）

・耳垢は毎年同じ児童が診断されることが多い。耳垢力り己まりやすい子もいる。長期休みことに受診して耳垢

を取ってもらうと良い。

《質問》副鼻腔炎を繰り返してしまう。鼻水をうまく出せなくてなるのか、大人になるにつれ良くなるのか。

《固害》副鼻腔炎は体質や骨格によって決まる。根本治療はないのだが、症状が出たらその都度受診するとよ

い。大人になるにつれアレルギーが軽くなることはある。

田　剛史先生（歯科）

・要観察歯（CO）は、検診時にエナメル質の着色で判断するが、見た目でわかるものではない。受診して調

べたほうがよいので、お知らせをもらったら受診するとよい。

・受診のお知らせをもらったときに、自己判断せずに、まずは調べてもらうことが大事。歯科に行って、「異

常なし」と言われることもあるが、なんともないということがわかればよい。

・う歯は治るものではない。う歯になってからでは遅い。予防的な考え方が大切である。

八重　裕子先生（学校薬剤師）

・部屋の空気検査を行っている。部屋を閉め切るとすくに二酸化炭素が基準値以上になる。

休み時間ことに換気することが大切である．
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報 告 鯵 麒 上 で す ．今 年 庸 鯵 P T A 会 員 と 鋼 会 員 2 も の 方 が 出 席 し て くだ ± い 暮 し た 。

．＿．、 ．二，⊥皇　 ロE a ・
「棟 鑑 士 人 へ の 賞 向 ア ン ケ ー ト 」電 縫 出 し て くだ ± った 方 鯵 I も し か い 手 せ ん で し た 肌

変

あ l胱 う こ 劫 l審 し た ．こ れ か ら も 、子 供 た 御 心 鼻 と も に 電 離 で l 吟 れ 魯 よ う 、柵 鋼

械 館 し て い ± た い と 患 い 手 書 。


